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騨
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圏圏囲圏圏轡温∴1廉、　幽国團團■曙翻團圏
　　　赤坂プリンス・ホテルで開催された理事会・評議員会

　本会の理事会・評議員会が、去る1月31日午後4時から、東京の
赤坂プリンス・ホテルで開催された。最初に全員で三帰依文を唱
和、伊藤理事長挨拶に続いて会議に入った。会議では、平成7年度
の事業計画案・収支予算案等の審議に先立ち、白幡事務総長から、

1月17日に発生した「阪神・淡路大震災」について、仏教界関係の
被災状況や事務局の対応について報告が行われた。

ψ◆ψ「ひひ「●Lψ・ひ｛ひゆ◆ψ・ひ砂ゆゆ・ひ舶hひゆ◆ゆ◆ゆ・ひψφ・瀞、●・ψ◆ゆ

　
評
議
員
会

　
議
長
に
小
野
塚
幾
澄
師
、
議
事
録
署
名
人
に
斉
藤

紛
洲
・
轟
光
順
の
両
師
を
選
ん
で
議
事
に
入
っ
た
。

　
議
案
第
一
号
「
理
事
の
変
更
に
つ
い
て
」

　
小
野
塚
議
長
よ
り
上
程
、
菅
野
総
務
部
長
が
説

明
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

議
案
第
二
号
「
平
成
七
年
度
事
業
計
画
案
に
つ
い

て
意
見
を
求
め
る
件
」

　
小
野
塚
議
長
よ
り
上
程
、
菅
野
総
務
部
長
が
説

明
、
原
案
賛
成
の
意
見
が
表
明
さ
れ
た
。

議
案
第
三
号
「
平
成
七
年
度
収
支
予
算
案
に
つ
い

て
意
見
を
求
め
る
件
」

『
…
一
勢
一
…
一
；
も
一
噺
一
毒
一
肇
ー
ー
嘩
一
…
；
」
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浅草通り五鳳会加盟店

幽幽」鍵田商店
東京都台東区寿2－10－9（地下鉄田原町駅前）

　　　電　話　　代表（3841）496難
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小
野
塚
議
長
よ
り
上
程
、
鷲
尾
財
務
部
長
が
説

明
、
原
案
賛
成
の
意
見
が
表
明
さ
れ
た
。

　
議
案
第
四
号
「
阪
神
大
震
災
へ
の
対
応
に
つ
い
て
」

　
小
野
塚
議
長
よ
り
上
程
、
出
席
者
か
ら
具
体
的
対

応
に
関
し
て
、
種
々
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　　

搦
哩

　
議
長
に
伊
藤
理
事
長
、
議
事
録
署
名
人
に
能
邨
英

士
・
長
谷
川
霊
信
の
両
懸
を
選
ん
で
議
事
に
入
っ
た
。

　
議
案
第
一
号
「
常
務
理
事
の
変
更
に
つ
い
て
」

　
伊
藤
議
長
よ
り
上
程
、
菅
野
総
務
部
長
が
説
明
、

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
二
号
「
平
成
七
年
度
事
業
計
画
案
に
つ
い

て
承
認
を
求
め
る
件
」

　
伊
藤
議
長
よ
り
上
程
、
菅
野
総
務
部
長
が
説
明
、

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
三
号
「
平
成
七
年
度
収
支
予
算
案
に
つ
い

て
承
認
を
求
め
る
件
」

　
伊
藤
議
長
よ
り
上
程
、
鷲
尾
財
務
部
長
が
説
明
、

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
四
号
「
阪
神
大
震
災
へ
の
対
応
に
つ
い
て
」

　
伊
藤
議
長
よ
り
上
程
、
出
席
者
か
ら
具
体
的
対
応

に
関
し
て
、
種
々
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
議
案
審
議
終
了
後
、
理
事
会
・
評
議
員
会
共
通
の

報
告
が
行
わ
れ
た
。

報
告
事
項

①
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
報
告

　
川
井
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
委
員
長
よ
り
、
マ
ヤ
堂

考
古
学
調
査
等
の
現
況
に
つ
い
て
、
詳
細
な
報
告
が

行
わ
れ
た
。

　
②
第
三
十
六
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
埼
玉
大
会
開

催
に
つ
い
て

　
野
生
司
社
会
部
長
、
埼
玉
県
佛
教
会
の
森
山
事
務

局
長
か
ら
、
本
年
十
月
開
催
予
定
の
第
三
十
六
回
大

会
に
関
し
て
、
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　
③
差
別
法
・
戒
名
の
改
正
に
つ
い
て

　
伊
東
同
和
推
進
部
長
よ
り
報
告
さ
れ
た
。

④
事
務
総
局
各
部
報
告

　
各
担
当
部
長
よ
り
、
報
告
さ
れ
た
。

　
な
お
、
恒
例
の
新
年
懇
親
会
は
、
状
況
に
鑑
み

て
、
本
年
は
中
止
さ
れ
た
。

　　

ｷ
別
戒
・
法
名
協
議
会

　
差
別
戒
・
法
名
の
改
正
に
関
す
る
協
議
会
が
、
去

る
二
月
入
日
午
後
一
時
か
ら
、
京
都
グ
ラ
ン
ド
・
ホ

テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　
田
中
郁
朗
同
和
委
員
会
委
員
長
を
座
長
に
選
出
、

こ
の
問
題
に
関
す
る
各
宗
派
の
取
り
組
み
が
報
告
さ

れ
、
特
に
複
数
の
宗
派
が
関
係
す
る
地
域
で
の
対
応

が
協
議
さ
れ
た
。

　
【
出
席
宗
派
】
曹
洞
宗
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
、

真
宗
大
谷
派
、
日
蓮
宗
、
高
野
山
真
言
宗
、
臨
済
宗

妙
心
寺
派
、
天
台
宗
、
真
言
宗
智
山
派
、
真
言
宗
豊

山
派
、
念
法
真
教
、
西
山
浄
土
宗

“
広
く
統
輔
し
て
ご
利
用
下
さ
い
1
1

　
花
ま
つ
り
の
行
事
は
年
々
盛
大
に
行
な
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
さ
ら
に
全
国
的
に
浸
透
せ
し
め
る
た
め
、

全
日
本
仏
教
会
で
は
写
真
の
よ
う
な
統
一
し
た
ポ
ス

タ
ー
を
作
成
、
広
く
ご
利
用
頂
け
る
よ
う
頒
布
し
て

お
り
ま
す
。

　
明
る
い
春
の
野
に
静
か
に
立
っ
て
、
天
と
地
を
さ

す
お
釈
迦
さ
ま
の
姿
は
、
見
る
人
の
心
に
安
ら
ぎ
を

与
え
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
下
記
の
要
領
に
て
頒
布
い
た
し
ま
す
の
で
各
県
仏
、

都
市
仏
、
各
寺
院
、
幼
稚
園
、
保
育
園
な
ど
で
広
く

ご
利
用
下
さ
い
。

　
◎
サ
イ
ズ
　
七
五
㌢
×
五
二
㌢

　
◎
定
　
価
　
一
枚
　
百
円

　
　
送
料
実
費

　
◎
申
込
先
　
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
－
七
－
四

　
　
　
　
　
全
日
本
仏
教
会

　
※
送
付
に
時
間
の
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
お
申
込
み
下
さ
い
。
毎
年
ギ
リ
ギ
リ
の
申

込
み
で
四
月
入
日
に
間
に
合
わ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
…
…
。
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癬
轟
…
還

本
堂
が
全
壊
し
た
神
戸
市
東
灘
区
の
覚
浄
寺

　
　
　
　
　
　
（
写
真
提
供
・
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

一
蔵
ぜ

　
こ
の
度
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
五
三
〇
〇
余

人
（
二
月
一
〇
日
現
在
）
の
死
者
を
出
し
、
避
難
所

生
活
者
は
一
時
三
〇
万
人
を
越
え
る
未
曾
有
の
大
災

害
と
な
っ
た
が
、
寺
院
関
係
の
被
害
も
甚
大
で
、
仏

教
界
の
受
け
た
ダ
メ
ー
ジ
は
計
り
知
れ
な
い
。

　
全
日
本
仏
教
会
で
は
地
震
発
生
後
直
ち
に
対
応
策

を
検
討
、
義
援
金
受
け
入
れ
の
た
め
の
郵
便
振
替
口

座
（
O
O
＝
二
〇
一
六
一
三
七
六
〇
9
を
開
設
し
、

御
見
舞
い
と
状
況
把
握
の
た
め
、
二
度
に
わ
た
り
事

務
総
長
は
じ
め
職
員
を
現
地
に
派
遣
す
る
な
ど
し

た
。
ま
た
加
盟
の
各
教
団
・
都
道
府
県
仏
教
会
・
各

種
団
体
も
そ
れ
ぞ
れ
被
災
状
況
の
把
握
、
救
援
活
動

な
ど
に
機
敏
に
動
き
出
し
た
。
こ
の
ほ
か
仏
教
系
の

N
G
O
諸
団
体
も
、
い
ち
早
く
現
地
に
入
っ
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
獅
子
奮
迅
の
活
躍
を
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
被
災
し
た
寺
院
教
会
の
ほ
と
ん
ど
が
、

檀
家
信
徒
門
徒
の
多
く
も
同
時
に
被
災
し
て
お
り
、

そ
の
復
興
に
は
仏
教
界
全
体
の
支
援
・
協
力
が
必
要

で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
物
的
救
援
の
み
な
ら
ず
、
精
神
面
で
の
心
の

ケ
ア
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
仮
設

住
宅
や
交
通
網
の
設
備
等
の
物
的
復
興
は
行
政
に
委

ね
る
も
の
と
し
て
、
無
念
に
も
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

の
追
悼
と
、
被
災
者
の
復
興
へ
の
精
神
的
支
え
の
一

翼
を
担
う
こ
と
は
宗
教
者
の
役
目
で
あ
る
。
い
ま
こ

そ
伝
統
仏
教
の
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
時
で
あ
る
。

釈
尊
の
、
あ
る
い
は
祖
師
方
の
仏
法
を
現
代
に
継
承

一4一
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罵

門．しこ　．零丁＝
馬
　
．瑞鰐灘



1995年3月1日
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す
る
者
と
し
て
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
試
さ
れ
て

い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

震
災
犠
牲
者
追
悼
打
陣

　
本
会
は
理
事
会
・
評
議
員
会
の
提
案
を
受
け
、
三

月
六
日
に
七
七
日
忌
を
迎
え
る
五
三
〇
〇
余
人
の
犠

牲
者
の
た
め
に
、
同
忌
日
正
午
に
全
国
寺
院
が
洪
鐘

を
撞
き
、
あ
る
い
は
そ
れ
ぞ
れ
の
法
式
、
流
儀
に
従

っ
た
方
法
で
弔
意
を
表
し
、
同
時
に
全
国
す
べ
て
の

人
々
に
黙
疇
を
捧
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
提
唱
し

た
。
　
も
と
よ
り
物
的
復
興
と
精
神
的
安
心
と
は
表
裏
一

体
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
追
悼
打
紐

が
、
復
興
を
め
ざ
す
人
々
の
「
こ
こ
ろ
の
よ
り
ど
こ

ろ
」
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

加
盟
団
体
の
救
援
活
動

　
本
誌
で
は
加
盟
各
団
体
の
協
力
を
得
て
、
二
月
十

日
ま
で
に
本
会
事
務
総
局
に
寄
せ
ら
れ
た
寺
院
関
係

の
被
災
状
況
と
各
教
団
、
都
道
府
県
仏
教
会
な
ど
の

救
援
活
動
を
ま
と
め
た
。
今
後
の
復
興
活
動
の
参
考

と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
①
義
援
金
・
救
援
金
・
見
舞
金
等
の
募
金
・
拠
出

②
救
援
要
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
③
会
館
等
宿
泊

施
設
の
被
災
者
へ
の
提
供
④
そ
の
他

天
台
宗

①
N
H
K
厚
生
文
化
事
業
団
に
天
台
宗
一
〇
〇
〇
万

円
、
延
暦
寺
一
〇
〇
〇
万
円
。
宗
内
被
災
寺
院
に
見

舞
金
。
救
援
物
資
（
シ
ー
ト
・
電
池
等
）
を
寄
付
。

②
仏
青
が
現
地
に
て
活
動
。
④
慰
霊
祭
二
回
執
行
。

天
台
寺
門
宗

①
円
城
寺
長
吏
墜
下
以
下
全
山
住
職
に
よ
る
救
援
托

鉢
を
実
施
。
宗
内
寺
院
に
勧
募
。

聖
観
音
宗

①
台
東
区
を
通
じ
五
〇
〇
万
円
。
浅
草
寺
境
内
に
募

金
箱
設
置
（
台
東
区
へ
第
一
回
四
〇
〇
万
円
。
継
続

中
）
。
浅
草
寺
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
隊
員
が
募
金
活

動
（
毎
日
新
聞
へ
五
五
万
余
円
）
。
④
仏
教
諸
団
体

の
募
金
活
動
に
境
内
を
提
供
。

和
宗
①
募
金
開
始
。
一
部
拠
出
済
み
。
③
福
祉
事
業
団
・

老
人
ホ
ー
ム
・
病
院
に
受
入
体
制
。
④
慰
霊
祭
執
行

予
定
。

高
野
山
真
言
宗

①
日
赤
へ
二
〇
〇
〇
万
円
。
宗
内
寺
院
に
勧
募
。
金

剛
峰
寺
の
托
鉢
浄
財
、
二
〇
六
万
円
を
被
災
地
へ
送

金
。
宗
内
被
災
寺
院
に
救
護
活
動
金
。
②
被
災
地
内

の
寺
院
に
救
援
本
部
設
置
。
斎
場
・
遺
体
安
置
所
に

て
読
経
。
救
援
物
資
を
搬
送
、
配
布
。
被
災
地
各
所

に
て
炊
き
出
し
。
④
高
野
山
に
て
慰
霊
法
要
厳
修
。

墓
言
宗
智
山
派

①
派
内
寺
院
に
勧
募
、
京
都
新
聞
社
会
福
祉
事
業
団

に
一
〇
〇
〇
万
円
。
日
赤
へ
山
内
役
職
員
義
援
金
一

二
万
円
。
救
援
物
資
（
衣
類
、
毛
布
、
食
料
等
）
を

郵
送
。
②
宗
務
総
長
以
下
職
員
数
名
が
被
災
地
を
慰

問
、
遺
体
安
置
所
に
て
供
養
法
要
。
職
員
六
名
が
現

地
に
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
。
学
院
生
が
献
血
。
③

智
積
院
会
館
に
被
災
者
を
受
け
入
れ
。

真
計
量
豊
山
派

①
豊
山
派
福
祉
基
金
・
豊
山
仏
道
救
援
基
金
よ
り
日

赤
へ
三
五
〇
万
円
、
全
真
言
宗
青
年
連
盟
基
金
へ
五

〇
万
円
。
派
内
寺
院
に
勧
募
。
②
仏
青
よ
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
呼
名
派
遣
。
③
高
知
県
内
の
寺
院
宿
坊
に
被

災
者
一
五
〇
名
を
受
け
入
れ
。
総
本
山
長
谷
寺
に
被

災
者
を
受
け
入
れ
。
④
三
月
六
日
、
派
内
全
寺
院
に

て
慰
霊
法
要
執
行
。

新
義
真
一
調
宗

①
宗
内
寺
院
に
勧
募
、
日
赤
へ
。
②
全
真
言
宗
青
年

会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
。

真
雷
宗
善
通
寺
派

①
派
内
寺
院
に
勧
募
、
全
仏
へ
。
真
言
宗
各
派
総
本

山
会
に
二
〇
万
円
。
善
通
寺
市
役
所
へ
総
本
山
五
〇

万
円
、
職
員
一
同
二
二
万
円
余
。
円
善
通
寺
境
内
に

募
金
箱
設
置
。

真
雷
宗
泉
涌
寺
派

①
日
赤
へ
二
〇
〇
万
円
。
青
年
会
で
勧
募
。
泉
涌
寺

に
募
金
箱
設
置
。
派
内
被
災
寺
院
に
見
舞
金
。
②
兵

庫
県
内
の
避
難
所
に
救
援
物
資
搬
送
。

真
雷
宗
醍
醐
派

①
京
都
新
聞
社
会
福
祉
事
業
団
に
一
〇
〇
万
円
。
派

内
被
災
寺
院
に
見
舞
金
。
②
現
地
調
査
に
続
き
、
二
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○
名
の
救
援
体
制
。

真
言
三
宝
宗

①
宝
塚
市
役
所
に
一
〇
〇
〇
万
円
。
清
澄
寺
境
内
に

募
金
箱
設
置
。
③
被
災
職
員
を
本
山
内
に
収
容
。
④

宗
内
被
災
寺
院
に
指
定
業
者
を
派
遣
し
建
物
倒
壊
防

止
対
策
。

浄
土
宗

①
兵
庫
県
対
策
本
部
へ
一
〇
〇
〇
万
円
。
宗
内
被
災

寺
院
に
見
舞
金
。
②
救
援
物
資
（
タ
オ
ル
・
カ
ッ
プ

ラ
ー
メ
ン
．
飲
料
水
影
）
搬
送
。
各
教
区
・
青
年
会

よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
参
加
。
二
月
一
入
日
、
中

村
康
隆
門
主
が
被
災
地
を
お
見
舞
い
。

被災地へ向かう西本願寺の救援隊
（写真提供・浄土真宗本願寺派）

、
、
糊
　
隔

．
胤

浄
土
宗
西
山
禅
林
寺
派

②
兵
庫
青
年
会
が
神
戸
商
業
高
校
を
拠
点
に
豚
汁
の

炊
き
出
し
。
遺
体
安
置
所
を
回
っ
て
一
日
一
〇
〇
体

以
上
を
回
向
。

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

①
派
内
寺
院
に
勧
募
（
二
月
九
日
現
在
一
億
入
○
○

○
万
円
）
。
②
震
災
翌
日
よ
り
、
総
長
以
下
職
員
多

数
が
救
援
物
資
（
お
に
ぎ
り
、
飲
料
水
篶
）
を
搬

送
、
五
〇
班
の
救
援
隊
を
編
成
し
、
救
援
復
興
活
動

に
従
事
。

真
宗
大
谷
派

①
被
災
の
二
教
区
に
見
舞
金
。
派
内
寺
院
に
勧
募
。

本
山
等
に
募
金
箱
設
置
。
②
署
務
以
下
職
員
数
名
が

救
援
物
資
（
タ
オ
ル
・
飲
料
水
・
カ
ッ
プ
麺
・
洗
剤

等
）
を
被
災
教
区
に
搬
送
。

真
宗
興
正
派

②
新
門
が
被
災
地
を
御
見
舞
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

派
遣
し
、
う
ど
ん
の
接
待
。

真
宗
木
辺
派

①
派
内
寺
院
に
勧
募
、
派
内
被
災
寺
院
へ
の
見
舞
金

と
す
る
。

臨
済
宗
妙
心
寺
派

①
京
都
市
へ
一
〇
〇
万
円
。
派
内
寺
院
に
勧
募
。
宗

務
職
員
が
募
金
托
鉢
、
日
赤
へ
。
宗
務
本
所
、
花
園

会
館
等
に
募
金
箱
設
置
。
派
内
被
災
寺
院
へ
見
舞

金
。
②
総
務
部
長
以
下
内
局
・
職
員
が
現
地
調
査
。

臨
済
宗
南
禅
寺
派

認
　
3
「

一
ノ
　
噂
㌧

一
　
一
「
㍉

①
京
都
新
聞
社
会
福
祉
事
業
団
へ
一
〇
〇
万
円
。
派

内
被
災
寺
院
に
見
舞
金
。
派
内
寺
院
に
勧
募
（
被
災

寺
院
へ
）
。
南
二
会
会
員
に
送
話
（
会
員
物
故
者
・

被
災
者
へ
）
。
宗
務
本
所
・
塔
頭
寺
院
等
が
托
鉢
。

南
禅
寺
に
募
金
箱
設
置
。

臨
済
宗
円
覚
寺
派

①
建
長
寺
と
合
同
の
托
鉢
。

臨
済
宗
建
長
寺
派

①
日
赤
へ
五
〇
万
円
。
円
覚
寺
と
合
同
で
両
派
管
長

狙
下
を
先
頭
に
托
鉢
、
鎌
倉
市
へ
一
四
三
万
円
。
派

内
寺
院
に
出
遊
。

臨
済
宗
相
国
寺
派

①
派
内
被
災
寺
院
に
復
興
援
助
金
・
見
舞
金
。
金
閣

寺
・
銀
閣
寺
は
京
都
仏
教
会
へ
拠
出
。

曹
洞
宗

①
宗
内
寺
院
に
勧
募
（
二
月
九
日
現
在
一
億
五
〇
〇

〇
万
円
）
。
N
且
K
へ
一
〇
〇
〇
万
円
。
宗
務
幽
幽

職
員
に
よ
る
街
頭
募
金
托
鉢
実
施
、
N
H
K
へ
九
〇

雪
余
円
。
②
全
国
各
地
の
曹
洞
宗
青
年
会
が
複
数
の

避
難
所
に
て
炊
き
出
し
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
。

④
被
害
甚
大
な
寺
院
に
プ
レ
ハ
ブ
設
置
。
近
畿
各
県

の
同
宗
寺
院
に
て
被
災
者
の
遺
骨
預
か
り
。

黄
桀
宗

①
宗
内
寺
院
に
勧
募
。
黄
葉
青
年
僧
園
が
募
金
活

動
。
一
般
に
義
援
金
呼
び
掛
け
。
②
宗
内
被
災
寺
院

御
見
舞
い
。

日
蓮
宗
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①
宗
内
寺
院
に
勧
募
。
街
頭
募
金
実
施
。
②
救
援
物

資
（
お
に
ぎ
り
等
）
を
搬
送
し
て
、
現
地
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
。
遺
体
の
搬
送
や
回
向
等
。

法
華
宗
陣
門
流

①
共
同
募
金
会
へ
一
〇
万
円
。
宗
内
被
災
寺
院
救
援

の
た
め
宗
内
寺
院
に
勧
募
。
宗
内
被
災
寺
院
に
見
舞

金
。
②
宗
務
総
長
以
下
内
局
三
韓
が
被
災
寺
院
を
訪

問
調
査
。

華
厳
宗

①
N
H
K
に
三
〇
〇
万
円
。
朝
日
新
聞
社
に
一
〇
〇

万
円
。
東
大
寺
大
仏
殿
に
募
金
箱
設
置
、
朝
日
新
聞

社
へ
第
一
回
分
一
二
万
余
円
。

律
宗
①
総
本
山
内
僧
侶
・
職
員
が
拠
出
、
奈
良
新
聞
社
へ

三
九
万
余
勢
。
唐
招
提
寺
境
内
に
募
金
箱
設
置
。

青
森
県
仏
教
会

①
県
下
全
寺
院
に
勧
募
（
各
寺
院
よ
り
全
盤
の
義
援

金
口
座
へ
振
込
）
。

群
馬
県
仏
教
連
合
会

①
県
下
単
位
仏
教
会
・
所
属
団
体
が
募
金
活
動
。
高

崎
市
仏
教
会
は
一
五
〇
万
円
、
桐
生
市
仏
教
会
は
二

〇
〇
万
円
な
ど
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬

神
奈
川
県
仏
教
会

①
全
仏
に
一
〇
〇
万
円
。

山
梨
県
仏
教
会

①
加
盟
各
寺
院
が
独
自
に
活
動
。

静
岡
県
仏
教
会

①
県
下
単
位
仏
教
会
が
募
金
活
動
。

愛
知
県
仏
教
会

①
日
赤
へ
三
〇
万
円
。
県
下
単
位
仏
教
会
が
募
金
活

動
。京
都
仏
教
会

①
日
赤
へ
第
一
口
早
金
五
〇
〇
万
円
。
各
本
山
・
会

員
寺
院
・
府
下
単
位
仏
教
会
に
募
金
。
拝
観
寺
院
増

力
寺
に
募
金
箱
設
置
。
③
京
都
府
宗
教
連
盟
と
協
力

し
て
受
入
体
制
整
備
。

大
阪
府
仏
教
会

①
読
売
新
聞
社
に
一
〇
〇
万
円
。

兵
庫
県
仏
教
会

①
県
下
単
位
仏
教
会
に
勧
募
。
救
援
・
復
興
に
尽
力
。

和
歌
山
県
仏
教
会

①
会
員
寺
院
に
勧
募
。
青
年
僧
の
会
と
合
同
で
街
頭

募
金
実
施
、
入
○
万
円
。
②
青
年
僧
六
名
が
救
援
物

資
を
搬
送
配
布
。
別
班
に
て
飲
料
水
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ペ
ー
パ
ー
等
を
搬
送
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
実
施
。

島
根
県
仏
教
会

①
露
仏
へ
一
〇
万
円
。
県
下
単
位
仏
教
会
が
募
金
活

動
。岡
山
県
仏
教
会

①
山
陽
新
聞
社
社
会
事
業
団
に
一
〇
万
円
。
県
下
各

宗
派
単
位
で
活
動
。
岡
山
天
台
仏
青
は
野
菜
・
日
用

品
を
搬
送
、
交
替
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
。

鳥
取
県
仏
教
連
合
会

①
日
本
海
新
聞
社
に
五
万
円
。

香
川
県
仏
教
会

①
全
仏
に
一
〇
万
円
。
県
下
単
位
仏
教
会
が
募
金
活

動
。福
岡
県
仏
教
連
合
会

①
全
仏
に
一
〇
〇
万
円
。

全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟

①
朝
日
厚
生
文
化
事
業
団
に
三
〇
万
円
。
近
畿
仏
教

婦
人
連
盟
に
一
〇
万
円
。
会
貝
に
勧
募
。

日
本
仏
教
保
育
協
会

①
加
盟
の
幼
稚
園
・
保
育
園
等
に
勧
募
。

東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
プ

①
全
仏
に
三
〇
万
円
。

　
以
上
は
本
誌
編
集
段
階
で
の
中
間
集
計
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
未
集
計
の
加
盟
団
体
は
も
と
よ
り
、
各

宗
派
の
地
方
機
関
・
青
年
組
織
・
婦
人
会
、
都
道
府

県
仏
教
会
加
盟
の
各
単
位
仏
教
会
等
が
、
そ
れ
ぞ
れ

対
策
を
講
じ
活
動
し
て
い
る
。

関
連
団
体
の
救
援
活
動

　
奈
良
仏
教
の
東
大
寺
・
法
隆
寺
・
興
福
寺
・
唐
招

提
寺
・
西
大
寺
・
薬
師
寺
で
構
成
さ
れ
る
銀
山
会

は
、
日
赤
に
一
〇
〇
万
円
を
寄
託
し
た
。

　
真
雷
宗
各
派
総
大
本
山
会
は
、
被
災
し
た
同
宗
の

大
本
山
で
あ
る
中
山
寺
、
清
澄
寺
、
須
磨
寺
に
見
舞

金
を
贈
っ
た
。

　
曹
洞
宗
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
は
、
被
災
地
内
の

寺
院
に
対
策
本
部
を
設
置
し
て
、
市
内
三
〇
カ
所
の
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避
難
所
で
の
炊
き
出
し
・
配
給
、
介
護
老
人
へ
の
入

浴
サ
ー
ビ
ス
（
入
浴
車
三
台
）
、
被
災
し
た
ベ
ト
ナ

ム
難
民
の
救
援
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
各
県
の

曹
洞
宗
青
年
会
員
や
雲
水
も
多
数
参
加
し
て
い
る
。

　
ア
ー
ユ
ス
仏
教
国
際
協
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
被

災
地
内
の
寺
院
を
拠
点
に
活
動
。
各
地
か
ら
集
ま
つ

美
璽
評
議
《
局
儲
録
事
≦

1
一
月
1

　
　
九
日

　
　
＋
日

＋
二
日

＋
入
日

二
士
二
日

局
内
会
議

埼
玉
県
佛
教
会
新
年
会
出
席

法
律
相
談
室

仙
台
市
仏
教
会
と
の
協
議
会
出
席

真
宗
会
館
五
周
年
懇
談
会
出
席

’

二
十
三
日
～
二
十
四
日
　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
被
災

　
　
　
　
　
地
調
査
・
御
見
舞
い

二
十
六
日
　
局
内
会
議

　
　
　
　
　
法
律
相
談
室

　
　
　
　
　
神
奈
川
県
仏
教
会
新
年
会
出
席

三
十
一
日
　
局
内
会
議

　
　
　
　
　
評
議
貝
会
・
理
事
会

　
　
－
二
月
－

　
　
三
日
　
同
和
委
員
会

五
～
十
四
日
　
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
現
地
調
査

　
七
日

　
入
日

　
九
日

士
二
日

＋
五
日

岐
阜
県
仏
教
会
出
版
祝
賀
会
出
席

差
別
法
戒
名
協
議
会

法
律
相
談
室

前
天
台
座
主
一
周
忌
法
要
参
列

日
宗
連
理
事
会
出
席

＋
六
日

二
＋
一
日

二
±
二
日

二
＋
七
日

宗
教
法
人
審
議
会
出
席

局
内
会
議

ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

法
律
相
談
室

豊
原
大
壷
元
理
事
長
宗
門
葬
参
列

森
寛
紹
（
元
全
仏
副
会
長
）

十
二
月
二
十
六
日
、
九
十
六
歳
で
遷
化

元
高
野
山
真
言
宗
管
長

梶
谷
宗
忍

一
月
十
六
日
、
入
十
歳
で
遷
化

臨
済
宗
相
国
寺
派
管
長

豊
原
大
潤
（
元
全
仏
理
事
長
）

一
月
十
七
日
、
入
十
六
歳
で
遷
化

元
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
長

小
松
原
賢
誉
（
元
二
仏
副
会
長
）

一
月
三
十
日
、
入
十
三
歳
で
遷
化

元
真
言
宗
豊
山
派
管
長

有
馬
清
雄
（
元
全
仏
常
務
理
事
）

二
月
五
日
、
入
十
一
歳
で
遷
化

元
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
宗
会
議
長

た
各
宗
派
の
僧
侶
が
、
斎
場
で
茶
毘
に
付
さ
れ
る
犠

牲
者
に
読
経
・
回
向
を
し
た
。
神
戸
市
の
鵯
越
斎
場

で
は
早
朝
か
ら
深
夜
ま
で
一
日
一
〇
〇
遺
体
以
上
を

回
向
し
た
。

　
大
阪
仏
教
救
援
セ
ン
タ
ー
（
府
仏
・
雪
仏
・
府
仏

青
・
市
仏
青
・
市
仏
社
会
福
祉
委
員
会
・
大
阪
青
少

年
教
化
協
議
会
・
大
阪
仏
教
テ
レ
ホ
ン
相
談
室
で
構

成
）
は
、
ア
ー
ユ
ス
と
協
力
し
て
、
避
難
所
で
生
活

す
る
人
々
の
介
護
や
話
相
手
、
子
供
の
遊
び
相
手
を

す
る
「
お
話
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
展
開
し
て
い
る
。

世
界
の
仏
教
徒
か
ら
も
お
見
舞
い
電
報

　
地
震
発
生
後
、
各
国
の
仏
教
関
係
者
か
ら
、
続
々

と
お
見
舞
い
の
電
報
や
F
A
X
が
寄
せ
ら
れ
た
の

で
、
ご
紹
介
す
る
。
　
　
　
　
　
　
（
本
会
着
信
順
）

大
韓
仏
教
曹
渓
宗

　
　
　
宗
正
　
ソ
ン
ウ
ル
ー
ジ
ュ
軒
下

世
界
仏
教
徒
連
盟
（
W
F
B
）

　
　
　
会
長
　
サ
ン
ヤ
ダ
ル
マ
サ
ク
テ
ィ
閣
下

ル
ン
ビ
ニ
：
開
発
ト
ラ
ス
ト
（
L
D
T
）

　
　
　
副
理
事
長
　
ス
ー
リ
ャ
B
サ
キ
や
教
授

韓
国
仏
教
宗
団
協
議
会
・
韓
日
仏
教
文
化
交
流
協
議

会
・
大
韓
仏
教
観
音
宗
　
李
戯
唄
直
下

　
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆

　
本
誌
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
関
連
の
仏
教
界

の
動
向
に
つ
い
て
次
号
以
降
に
お
い
て
も
、
お
伝
え

し
て
い
く
予
定
で
す
。

一8一

九
九
五
年
三
月
一
日
発
行

　
　
三
月
号
　
第
四
〇
六
号

発
行
人
　
白
　
幡
　
憲
　
佑
　
　
発
行
所
　
財
団
法
人
　
　
全

日

本
　
仏
　
教
　
会

〒
一
〇
五
　
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
－
七
一
四


